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第
三
回
村
議
会
定
例
会
開
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
予
算
六
億
八
千
万
円
に

　
　
　
　
　
　
　
村
税
条
例
の
一
部
改
正
も

　
去
る
六
月
．
．
卜
κ
日
九
呼
よ
り
、

役
場
議
場
に
お
い
て
、
第
、
．
．
回
定
例

村
議
会
が
、
会
期
一
日
の
日
程
で
開

か
れ
、
中
里
村
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
等
四
件
の
条
例
案
及
び

昭
和
四
十
八
年
度
一
般
会
計
、
国
保

事
業
、
簡
易
水
道
事
業
各
会
計
の
補

正
予
算
案
並
び
に
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
の
議
案
の
ほ
か
、
議

員
提
出
に
よ
る
、
地
域
医
療
を
守
る

た
め
の
国
保
診
療
施
設
等
市
町
村
病

院
の
財
政
措
置
の
強
化
に
つ
い
て
の

意
見
書
、
昭
和
四
卜
八
年
度
生
産
者

米
価
値
L
げ
に
関
す
る
意
見
芹
の
提

出
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議

さ
れ
た
結
果
、
い
づ
れ
も
原
案
ど
う

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
付
議
事
件
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
。

　
補
正
予
算
関
係
で
は
、
公
共
蔓

及
び
、
県
、
村
単
独
事
業
の
ほ
と
ん

ど
が
契
約
又
は
設
計
、
見
積
り
等
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
費
が
内
定
し

た
こ
と
及
び
、
昭
和
四
ト
ヒ
年
度
の

出
納
閉
鎖
に
よ
り
剰
余
金
が
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
、
等
に
よ
り
、
当
初

予
算
編
成
時
の
懸
案
事
項
を
整
理
し

財
源
の
許
す
範
囲
に
お
い
て
村
民
の

要
望
に
応
え
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て

編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
各

費
目
別
で
は
、
総
務
費
互
．
、
κ
ト
リ

で
、
交
通
安
全
対
策
及
び
．
般
管
理

費
を
追
加
補
正
し
、
民
生
費
は
、
．

、
．
∴
八
八
ト
円
で
、
清
津
峡
保
育
所

の
新
設
、
老
人
福
祉
費
等
で
あ
り
、

衛
生
費
一
三
六
千
円
は
、
住
み
郷
中

里
分
会
の
補
助
金
そ
の
他
で
村
内
の

環
境
衛
生
管
理
を
充
実
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
に
お
い
て
は
、
屯

点
開
発
蔓
補
助
、
ア
メ
シ
ロ
防
除
．

機
の
設
澱
等
の
農
業
振
興
費
一
、
九

ヒ
六
千
円
、
村
単
農
業
生
産
基
盤
整

備
事
業
費
二
、
二
〇
〇
干
円
、
地
籍

調
査
費
．
一
、
〇
六
一
干
円
、
苗
場
山

ろ
く
開
発
推
進
事
業
費
一
、
．
一
六
六

千
円
、
林
道
開
設
等
林
業
費
二
、
〇

七
五
千
円
、
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

商
工
費
は
、
一
二
四
干
円
で
、
就
労

状
況
調
査
の
費
用
が
計
上
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
土
木
費
の
追
加
額
は
、
一

一
、
七
〇
〇
干
円
で
あ
り
、
村
道
の
補

修
、
除
雪
用
ブ
ル
ド
ー
ザ
の
設
置
等

道
路
補
修
費
六
、
八
八
○
千
円
、
道
路

新
設
改
良
費
四
、
八
二
〇
千
円
で
、
君

道
の
生
コ
ン
舗
装
費
や
、
電
柱
移
転

補
償
料
等
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

教
育
費
で
は
、
小
中
学
校
共
、
学
校
無

人
化
に
伴
う
防
火
防
犯
施
設
費
が
主

で
、
一
九
八
四
千
円
、
清
津
峡
小
学

校
プ
ー
ル
工
事
費
五
二
〇
千
円
、
田

沢
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
拡
張
と
水
路
補

強
七
五
〇
干
円
、
貝
野
中
学
校
球
除

け
ネ
ッ
ト
四
五
三
千
円
な
ど
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
社
会
教
育
費
に
お
い

て
は
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
の
た
め
の

経
費
八
九
五
千
円
が
計
上
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
大
部
分
は
、
国
、

県
の
補
助
に
よ
る
も
の
で
、
位
置
は

高
道
山
の
圃
場
整
備
地
域
内
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
林
道
災
害
復
旧
一
ケ

所
四
瓦
○
毛
円
が
あ
り
併
せ
て
、
．
．
一

、
六
六
九
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
本

年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
六

八
二
、
九
二
〇
モ
円
と
な
り
ま
す
。

補
正
財
源
は
、
地
方
交
付
税
．
．
一
、
○

○
○
千
円
、
国
庫
支
出
金
三
、
∵
西

五
千
円
、
県
支
出
金
五
、
二
ニ
ヒ
千

円
、
繰
越
金
一
六
、
○
八
三
千
円
、

そ
の
他
二
、
八
．
四
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
の

補
正
額
は
、
基
金
積
立
金
一
二
〇
千

円
の
追
加
、
又
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
で
は
、
八
二
二
千
円
で
、
東
田

尻
、
倉
俣
芋
川
、
倉
下
、
各
水
道
の

配
、
送
水
管
の
布
設
替
工
事
費
の
追

加
補
正
で
、
財
源
は
い
づ
れ
も
前
年

度
の
繰
越
金
を
充
て
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
条
例
改
正
で
は
、
特
別
L
地
保
有

税
の
創
設
と
、
固
定
資
産
税
の
免
税

点
の
引
L
げ
（
土
地
一
五
万
円
、
家

屋
八
万
円
、
償
却
資
産
一
〇
〇
万
円

）
に
よ
る
、
中
里
村
税
条
例
の
一
部

改
正
、
中
里
保
育
所
、
清
津
峡
保
育

所
の
新
設
に
よ
る
、
中
里
村
保
育
所

条
例
の
一
部
改
正
の
ほ
か
、
．
一
件
の

条
例
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
、
又
条

例
に
ょ
り
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

》
　
　
；
●
・
一
＝
9
2
●
・
＝
多
　
．
。
3
9
■
・
＝
3
3
…
ミ
『
　
二
●
。
『

バ
ッ
ト
リ
君

ク
ル
ク
ル
し
た

大
き
な
オ
メ
メ
が
愛
ら
し
い

大
き
な
シ
ッ
ボ
ピ
ン
と
立
て

ヒ
ョ
コ
ヒ
ョ
コ

工
事
請
負
契
約
が
、
次
の
と
お
り
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
道
山
地
区
圃
場
整
備
工
事

　
　
契
約
金
額
二
、
七
〇
七
〇
千
円

　
　
請
負
者
　
大
村
建
設
株
式
会
社

　
重
地
地
区
圃
場
整
備
工
事

　
　
契
約
金
額
一
二
、
五
〇
〇
千
円

　
　
請
負
者
　
㈲
高
橋
工
務
所

・
亀
。
・
＝
。
：
二
・
　
多
　
乙
●
3
＝
＝
一
＝
・
＝
・
妻
　
　
．
・
＝
3
＝
一
3
ξ
。
．

ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
び
歩
く

か
わ
い
い
顔
し
て
、
鳴
き
声
は

ひ
き
が
え
る
の
よ
う
な

ブ
ー
コ
、
ブ
ー
コ
と
声
わ
る
し

人
な
つ
っ
こ
く

ど
こ
で
も
の
ぼ
る

つ
め
た
て
な
が
ら

あ
っ
た
か
そ
う
な
毛

本
当
に
か
わ
い
い

程
島
白
羽
毛
地
区
圃
場
整
備
工
事

　
契
約
金
額
一
四
、
九
．
6
千
円

　
諸
負
者
　
㈱
　
丸
山
工
務
所

林
道
小
出
細
戸
線
開
設
工
事

　
契
約
金
額
一
六
、
四
五
〇
千
円

　
請
負
者
　
㈲
　
高
橋
工
務
所

多
三
…
…
言
妻
・
『
9
．
…
…
・
多

ソ
ッ
と
、
さ
わ
っ
て
み
た
く
な
る

　
通
称
、
モ
モ
ン
ガ
ー
あ
る
い
は
、
バ

ッ
ト
リ
と
呼
ば
れ
、
夜
行
性
で
木
の

上
か
ら
ド
に
飛
ぶ
が
、
下
か
ら
上
に

は
、
飛
べ
な
い
。
L
に
登
る
時
は
リ

ス
の
ご
と
く
、
　
「
ス
ス
ッ
」
と
か
け

登
る
。
食
も
の
は
、
木
の
実
、
木
の

葉
、
木
の
皮
な
ど
を
、
こ
の
ん
で
食

る
。
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建
設
常
任
委
員

　
　
　
　
　
　
村
内
巡
視
す
る

　
中
里
村
議
会
建
設
常
任
委
員
会
（

大
島
芳
信
委
員
長
）
で
は
、
藤
田
村

政
に
よ
っ
て
目
覚
ま
し
く
進
展
し
た

道
路
行
政
に
、
な
お
協
力
し
た
い
も

の
と
、
去
る
五
月
十
四
日
十
五
日
十

六
日
の
三
日
間
役
場
建
設
課
の
応
援

を
求
め
、
村
内
各
部
落
の
主
と
し
て

道
路
事
情
に
つ
い
て
巡
視
、
各
部
落

じ
ロ
き
　
ヨ
ゆ
ゑ
も
ニ
ロ
ゑ
り
じ
ゆ
ま

お
願
い 3

＝
9
3
・
5
3
・
●
争 で

も
区
長
、
役
員
、
方
々
の
積
極
的

な
案
内
説
明
を
得
て
、
こ
の
日
程
を

終
了
、
早
速
こ
の
資
料
を
調
整
、
結

果
を
村
長
に
報
告
、
地
域
の
発
展
と

産
業
の
振
興
に
は
先
づ
道
路
の
開
発

整
備
か
ら
と
い
う
村
長
の
考
え
方
か

ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
早
速
地
元
民

の
要
求
を
き
く
等
こ
の
実
態
が
把
握

　
三
＝
ヲ
＆
・
．
2
．
3
，
・
8
。
・
一
？
、
7

し
尿
汲
取
り
に
つ

　
み
な
さ
ま
方
、
家
庭
の
し
尿
汲
取

り
は
、
清
掃
業
者
に
委
託
し
、
処
理

は
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
み
な
さ
ま
方
が
汲
取
り
を
行

な
う
時
期
が
、
春
は
四
月
、
五
月
秋

は
十
一
月
、
十
二
月
に
集
中
し
て
い

る
た
め
、
清
掃
業
者
は
車
が
不
足
し

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
処
理
能
力
が

上
回
る
た
め
、
困
っ
て
お
り
ま
す
。

な
る
べ
く
、
六
月
か
ら
十
月
の
間
に

汲
取
り
を
、
お
願
い
し
ま
す
。
特
に

七
月
頃
汲
取
り
を
行
な
い
ま
す
と
夏

の
ハ
ェ
発
生
防
止
に
非
常
に
役
立
ち

ま
す
。
ま
た
料
金
は
一
リ
ッ
ト
ル
当

り
三
十
二
円
で
、
汲
取
り
回
数
が
多

く
な
っ
て
も
料
金
が
多
く
な
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て
、
み
な

さ
ん
に
は
一
度
に
多
額
の
費
用
が
か

か
ら
な
い
の
で
、
一
時
的
な
負
担
が

軽
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
の

　
　
　
　
　
　
い
て

共
同
施
設
を
上
手
に
使
い
、
便
所
を

常
に
清
潔
に
し
て
置
く
た
め
も
っ
と

汲
取
り
の
回
数
を
増
す
こ
と
を
、
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
◎
津
南
清
掃
社
㊨
1
．
、
．
∴
六
．
瓦

き
ひ
ロ
ニ
ロ
ロ
ド
ロ
　
ロ
　
ロ
ロ
ロ
ロ
じ
リ
ロ
き
の
ロ
ロ
ニ
ロ
リ
に
　
ロ
む
ロ
じ
ロ
し
ま
し
ゅ
ロ

　
　
に
課
中
里
村
で
は
、
津

罐
鱒
籍

　
　
い
保
で
、
塗
爵
に
清
掃

　
　
な
場
セ
ン
タ
を
つ
く
り

に
て
役
み
な
さ
ま
方
の
廃
棄

河川や山林等
　廃棄物を捨

物
を
回
集
し
、
処
理

し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
村
で
は
、

本
年
度
三
百
万
円
の

予
算
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
依

然
と
し
て
、
河
川
や
山
林
等
に
捨
て

る
人
が
あ
と
を
断
ち
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
所
に
捨
て
る
乏
他
人

さ
れ
、
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
先
般
の
六
月
定
例
議
会
に
、
、
補
正

予
算
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
決
定
、
近
く
実
行
さ
れ
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
駆

？
…
・
…
O
・
ε
．
三
二
り
。
…
●
言
◎
－
・
…
昌
・
一
＝
。
3
・
3
⇔

に
迷
惑
が
か
か
る
の
で
法
律
で
懲
役

又
は
罰
金
刑
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
み
な

さ
ん
か
ら
、
次
の
事
を
実
行
し
て
い

た
、
、
・
き
た
い
の
で
す
。

①
自
分
で
処
理
で
き
る
廃
棄
物
は
自

分
で
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
　
（
新
聞
紙

雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
は
売
却
し
日

常
の
ゴ
ミ
は
多
く
な
ら
な
い
う
ち
に

庭
等
で
焼
却
し
ま
し
ょ
う
。
）

②
廃
棄
物
は
、
も
え
る
物
と
燃
え
な

い
も
の
に
分
け
、
定
め
ら
れ
た
日
時

に
従
っ
て
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

す
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
き
め
ら
れ
た
日
以
外
の
日
に
ど
う

し
て
も
棄
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大

量
の
廃
棄
物
が
出
た
場
合
は
、
お
手

数
で
も
津
南
清
掃
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

お
運
び
下
さ
い
。
工
場
、
建
設
業
な

ど
か
ら
出
る
廃
棄
物
以
外
は
、
無
料

で
処
理
し
て
も
ら
い
ま
す
。

④
河
川
や
、
山
林
に
捨
て
た
人
を
発

見
し
た
人
は
、
捨
て
た
人
の
住
所
、

氏
名
、
車
の
ナ
ン
、
、
ハ
ー
等
を
、
役
場

第
12
回

世
界
大
会
に
斉
藤
栄
子
さ
ん
参
加

　
来
る
七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
の
八
日
間
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
マ
ル
メ
市
で
開
か
れ
る
第
十
二
回

世
界
ろ
う
あ
者
競
技
大
会
に
、
中
里

村
通
り
山
出
身
の
斉
藤
栄
子
さ
ん
（

十
九
）
が
選
ば
れ
た
。

　
斉
藤
さ
ん
は
、
現
在
県
立
長
岡
ろ

ゑ
字
校
の
専
攻
科
二
年
生
で
、
勉
強

と
ス
ポ
ー
ツ
を
両
立
さ
せ
て
、
四
十

五
年
全
国
ろ
ゑ
字
校
卓
球
大
会
女
子

個
人
優
勝
、
四
十
六
年
二
位
、
四
十

ヒ
年
優
勝
、
今
年
世
界
大
会
派
遣
選

毛
選
考
会
、
女
子
個
人
優
勝
と
い
う

輝
し
い
優
勝
歴
を
誇
る
選
手
で
あ
り

県
で
世
界
大
会
の
派
遣
選
手
と
し
て

推
薦
し
、
日
本
身
体
障
害
者
ス
ホ
ー

ツ
協
会
に
お
い
て
、
総
合
選
考
の
結

果
、
派
遣
選
手
と
し
て
決
｛
疋
し
、
へ
・

大
会
の
卓
球
の
部
に
、
日
本
代
表
メ

ン
、
、
ハ
ー
七
人
の
一
人
と
し
て
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
里
村
は
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

ろ
ん
、
新
潟
県
下
で
も
、
初
め
て
と

あ
っ
て
、
学
校
関
係
者
、
県
、
村
関

係
者
は
「
ぜ
ひ
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

」
と
声
援
を
送
っ
て
い
る
。

　
斉
藤
選
手
は
、
七
月
八
日
か
ら
四

日
間
、
東
京
で
強
化
合
宿
、
十
二
日

結
団
式
壮
行
会
、
十
三
日
午
後
十
時

半
東
京
出
発
、
十
四
日
マ
ル
メ
市
に

到
着
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
世
界
大
会
に
参
加
し
、
七
月

三
十
日
か
ら
八
月
十
一
日
ま
で
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
見
学
、
交
歓
会
に

出
席
し
、
八
目
卜
二
日
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
）
出
発
十
』
百
東

京
着
の
予
｛
．
疋
に
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
世
界
ろ
う
あ
者
競
技

大
会
は
、
四
年
に
一
回
開
か
れ
る
も

の
で
す
．
（
写
真
は
、
去
る
四
日
没
場

議
場
に
お
い
て
、
壮
行
会
が
行
な
わ

れ
た
時
の
一
コ
マ
）

水
難
防
止
に
つ
し
て

　
　
　
増
水
し
た
ら
早
め
に
退
避

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所

　
国
鉄
輸
送
の
重
要
動
力
源
で
あ
る
　
た
台
風
に
よ
る
洪
水
な
ど
で
、
水
の

当
所
の
発
電
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
　
犠
牲
者
が
多
い
季
節
と
な
り
ま
し
た

常
々
多
大
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
　
　
当
発
電
所
は
、
信
濃
川
の
水
を
宮

た
だ
き
、
ご
の
紙
上
を
お
か
り
し
て
中
で
取
り
入
れ
、
水
路
ト
ン
ネ
ル
で

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
発
電
所
に
導
水
す
る
、
い
わ
ゆ
る
水

　
さ
て
、
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
　
路
式
の
発
電
所
で
す
。

泳
や
釣
り
の
機
会
が
多
く
な
り
、
ま
　
　
宮
中
の
取
水
ダ
ム
は
、
貯
水
武
の
ダ

…
…
一
…
・
季
三
一
一
…
甲
…
…
7
事
三
…
＝
…
＝
・
。
－
肇
・
り
三
三
…
…
：
季
・
。
…
…
…
…
・
！
季
・
。
．

保
健
課
又
は
警
察
の
方
に
通
報
し
て
　
い
る
こ
と
や
、
わ
か
ら
な
い
事
は
役

下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
保
健
課
又
は
部
落
の
衛
生
推
進
委

⑤
そ
の
他
廃
棄
物
の
こ
と
で
困
っ
て
　
員
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ム
と
違
い
、
上
流
か
ら
来
た
水
を
貯
水

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し

て
、
隆
雨
な
ど
で
上
流
か
ら
の
増
水
し

た
分
は
、
ダ
ム
の
水
門
を
徐
々
に
開
い

て
、
自
然
の
姿
で
下
流
に
放
流
し
て
お

り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

自
然
の
増
水
が
急
速
な
の
で
、
最
も
危

険
で
す
か
ら
、
卜
分
ご
注
意
ド
さ
い

①
降
雨
な
ど
で
増
水
し
、
ダ
ム
か
ら

放
流
す
る
と
き
。

②
発
電
所
が
故
障
の
た
め
、
調
整
池

の
水
を
余
水
路
か
ら
信
濃
川
に
放
流

す
る
と
き
。

③
洪
水
の
と
き

　
以
上
の
と
き
は
、
信
濃
川
沿
岸
の

警
報
用
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
、
水
難

防
止
に
細
心
Q
豊
髪
仏
っ
て
お
り
ま

す
が
、
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
な
く
て
も

増
水
し
た
ら
、
早
く
退
避
す
る
こ
と
に

ょ
り
、
悲
し
い
水
難
事
故
を
防
止
す
る

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

…
言
言
。
華
三
一
一
一
…
…
：
ま
．
三
＝
…
…
．

子
宮
ガ
ン
検
診

八
月
二
日
田
沢
小
で

　
来
る
八
月
二
日
、
田
沢
小
学
校
に

お
い
て
、
子
宮
ガ
ン
検
診
が
行
な
わ

れ
ま
す
。
先
生
は
、
一
の
宮
一
也
先

生
、
料
金
は
一
人
百
円
で
す
。
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第
19
回

螺
謙
社
会
教
育
大
会
ご
案
内

　
来
る
七
月
二
十
二
日
（
日
）
津
南

町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
郡
市

社
会
教
育
大
会
が
開
か
れ
ま
す
。

　
社
会
の
し
く
み
や
、
う
つ
り
変
り

が
は
げ
し
く
、
毎
日
の
生
活
も
ど
ん

ど
ん
変
化
し
、
経
済
の
高
度
成
長
が

な
さ
れ
、
家
庭
に
文
化
器
具
が
そ
ろ

っ
て
ゆ
た
か
に
見
え
て
も
、
こ
れ
と

共
に
成
長
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
心

や
、
も
の
の
考
え
方
は
さ
っ
ぱ
り
進

展
し
な
い
。
そ
し
て
お
互
い
の
た
す

け
あ
い
や
、
生
活
の
う
る
お
い
、
共

同
生
活
意
識
な
ど
は
欠
け
つ
つ
あ
る

　
今
回
は
こ
う
し
た
問
題
を
と
り
上

げ
て
、
ほ
ん
と
に
住
み
心
地
の
よ
い

ゆ
た
か
な
郷
土
に
す
る
た
め
に
話
し

合
い
、
意
見
を
交
換
し
、
立
派
な
ご

意
見
の
持
主
で
あ
る
講
師
先
生
の
お

話
を
お
き
・
す
る
大
会
に
し
た
い
と

考
え
ま
す
。
村
民
の
み
な
さ
ん
方
か

ら
、
多
数
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

①
日
時

羅緯
昭
和
四
十
八
年
七
月
二
十

二
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十

分
よ
り

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
i

「
現
代
社
会
と
連
帯
性
」

寒
河
江
善
秋
先
生

　
・
先
生
の
略
歴

　
　
日
本
レ
ク
リ
ェ
：
シ
ョ
ン
協
会

　
　
奪

　
　
勤
務
青
少
年
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　
　
協
会
理
事

な
お
、
当
日
会
場
で
、
中
食
（
パ
ン

牛
乳
）
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

成
人
式
挙
行
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
出
，
席
者

　
去
る
七
月
二
日
、
中
里
村
役
場
議

場
に
お
い
て
、
中
里
村
成
人
式
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
公
民

館
長
さ
ん
の
式
辞
に
は
じ
ま
り
、
村

長
さ
ん
、
村
議
会
議
長
さ
ん
の
祝
辞

記
念
品
の
ア
ル
バ
ム
の
贈
呈
（
村
長

さ
ん
が
「
温
故
知
新
」
と
書
か
れ
た

も
の
を
ア
ル
バ
ム
の
一
頁
目
に
印
刷

し
た
も
の
）
成
人
者
代
表
の
謝
辞
、
役

場
屋
上
に
お
い
て
の
記
念
撮
影
、
県

立
北
都
工
業
短
期
大
学
助
教
授
、
風

間
忠
雄
先
生
の
「
青
年
と
生
き
が
い

　
　
　
　
占
ハ
十
七
名

」
ど
い
う
テ
ー
マ
で
約
一
時
間
二
＋

分
程
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

ま
た
、
祝
賀
会
に
は
教
育
長
さ
ん
の

乾
盃
の
音
頭
で
は
じ
ま
り
、
短
か
い

時
間
で
し
た
が
、
皆
ん
な
無
事
成
人

に
な
ら
れ
た
こ
と
を
喜
こ
び
、
こ
れ

を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
前
向
き
の

姿
勢
で
地
域
発
展
の
た
め
に
頑
張
ろ

う
と
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
散

会
し
ま
し
た
。
　
（
写
真
は
、
成
人
式

の
一
コ
マ
）

　
新
潟
国
体
総
合
優
勝
を
永
く
記
念

す
る
た
め
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
を
制

　
　
　
　
　
定
し
、
県
民
の
参
加
を

　
で
得
て
ス
ポ
↓
行
事
を

　
A
π
　
　
実
施
し
、
県
民
の
健
康

　
大

事
ル
勝
並
び
に
体
位
の
向
上
を

行
一
優
は
か
り
、
県
民
生
活
を

の
ボ
準
明
朗
に
し
ょ
う
と
す
る

日
一
ム
と
い
う
趣
旨
で
始
め
ら

の
レ
一
れ
た
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の

ツ
バ
チ

一
人
里
日
の
行
事
文
．
年
で
九

ポ
婦
中
回
目
遙
え
ま
し
た
が

ス
市

民
郡

県

そ
の
行
事
の
一
端
と
し

て
十
日
町
市
、
中
魚
沼

郡
婦
人
、
、
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
、
六
月
二
十
四

日
十
日
町
市
民
体
育
館
に
お
い
て
、

十
日
町
、
津
南
、
川
西
各
ニ
チ
ー
ム

中
里
一
チ
ー
ム
計
七
チ
ー
ム
の
参
加

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
各
市
町
村
を
ニ
ブ
ロ
ッ

ク
（
A
ブ
ロ
ッ
ク
四
チ
ー
ム
・
B
ブ

ロ
ッ
ク
三
チ
ー
ム
）
に
分
か
れ
て
リ

ー
グ
戦
が
行
な
わ
れ
、
中
里
チ
ー
ム

は
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
で
優
勝
、
決
勝
戦

は
、
B
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の
十
日
町
A

チ
ー
ム
と
の
間
で
行
な
わ
れ
、
中
里

チ
ー
ム
は
お
し
く
も
破
れ
ま
し
た
が

準
優
勝
と
い
う
り
っ
ぱ
な
成
績
を
お

さ
め
ま
し
た
。
　
（
写
真
は
川
西
チ
ー

ム
と
の
熱
戦
の
一
コ
マ
）

村長さんから、祝辞を受られる一コマ

県
青
年
大
会
郡
予
選

　
　
　
　
　
女
子
バ
レ
ー
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
位
大
会
出
場
へ

　
去
る
六
月
二
十
四
日
、
田
沢
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
卓
球
の
県
青
年

大
会
中
魚
沼
郡
予
選
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
は
三
町
村
七
名
ず
つ
の
代
表

選
手
に
よ
り
、
団
体
戦
、
個
人
戦
に

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
中

里
チ
ー
ム
は
団
体
戦
三
位
で
お
し
く

も
上
位
大
会
の
出
場
権
は
得
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行

な
わ
れ
た
、
、
ハ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
は

女
子
が
優
勝
し
た
の
を
始
め
と
し
で

男
子
が
二
位
、
川
西
町
営
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
な
わ
れ
た
野
球
が
二
位
、
十

日
町
の
武
道
館
で
行
な
わ
れ
た
剣
道

は
団
体
戦
で
二
位
、
個
人
戦
で
一
位
に

南
清
ノ
助
氏
（
貝
野
小
）
三
位
に
広
田

慎
一
氏
（
干
溝
）
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
す
・

る
な
ど
各
地
で
好
成
績
を
お
さ
め
ま

し
た
。

　
こ
の
結
果
、
野
球
、
卓
球
、
排
球

（
男
子
）
と
剣
道
は
川
西
町
が
、
排

球
（
女
子
）
は
中
里
村
が
そ
れ
ぞ
れ

上
位
大
会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た

親
子
文
庫
図
書
購
入

去
る
七
月
四
日
、
公
民
館
で
は
へ

き
地
親
子
文
庫
図
書
を
購
入
し
ま
し

た
。
こ
の
親
子
文
庫
図
書
と
は
、
親

子
が
一
緒
に
な
っ
て
本
を
読
む
と
い

う
機
会
を
与
え
よ
う
と
い
う
趣
旨
の

も
と
に
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
公
民
館
で
は
、
県
か
ら
補
助
を
受
け

親
子
文
庫
を
は
じ
め
て
か
ら
一
奪
目
を

迎
え
村
内
の
各
ゆ
字
校
に
全
部
設
置
し

ま
し
た
。
四
日
に
は
各
分
館
長
さ
ん
が

た
か
ら
、
一
日
中
か
・
っ
て
本
の
選
定

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
選

定
し
た
本
は
、
新
規
に
土
倉
分
校
へ

そ
の
他
は
各
小
学
校
に
配
分
さ
れ
ま
す


